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１．2025年３月期の業績（2024年４月１日～2025年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 29,159 29.7 2,713 103.5 2,733 101.8 1,958 131.5

2024年３月期 22,482 8.0 1,333 28.1 1,354 26.0 845 19.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 163.69 ― 15.7 12.3 9.3

2024年３月期 70.70 ― 7.5 7.0 5.9
(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 ―百万円 2024年３月期 ―百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 24,274 13,335 54.9 1,114.64

2024年３月期 20,326 11,630 57.2 972.09
(参考) 自己資本 2025年３月期 13,335百万円 2024年３月期 11,630百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 △0 △30 △513 3,871

2024年３月期 △586 △52 △427 4,415

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 ― 8.00 ― 14.00 22.00 263 31.1 2.3

2025年３月期 ― 11.00 ― 39.00 50.00 598 30.5 4.8

2026年３月期(予想) ― 25.00 ― 25.00 50.00 27.2

(注) 2024年３月期年間配当金の内訳 普通配当 18円00銭 特別配当 4円00銭

2025年３月期年間配当金の内訳 普通配当 22円00銭 特別配当 28円00銭

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 17,000 54.2 1,435 135.4 1,445 132.5 979 155.6 81.83

通期 34,500 18.3 3,100 14.3 3,200 17.1 2,197 12.2 183.63



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期 12,000,000 株 2024年３月期 12,000,000 株

② 期末自己株式数 2025年３月期 35,827 株 2024年３月期 35,827 株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 11,964,173 株 2024年３月期 11,964,173 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、緩やかに回復しており、高水準な企業収益を支えに、前年を上回る賃上げ

や設備投資の拡大など好調に推移しております。

建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移しており、民間設備投資も好調な企業収益を背景に堅調に推

移しました。

このような経済状況下において、当社は、本年度より2026年度を最終年度とする新中期経営計画をスタートさ

せ、「かわせつ 未来にむかって、夢と希望を切り開く」のスローガンのもと、５つの重点方針である

１．生産性の革新と成長の実現

２．環境設備技術の推進

３．健全な経営活動の推進

４．総合力発揮による収益基盤の強化

５．健康経営の実現

を推進してまいりました。

その結果、当事業年度の業績におきましては、以下のとおりとなりました。

なお、利益に関しましては、すべて過去最高益を達成いたしました。

受注高 310億23百万円 （前期比 9.4％増）

完成工事高 291億59百万円 （前期比 29.7％増）

営業利益 27億13百万円 （前期比 103.5％増）

経常利益 27億33百万円 （前期比 101.8％増）

当期純利益 19億58百万円 （前期比 131.5％増）

受注高につきましては、工事種別として、一般ビル工事は、店舗・商業施設等の減少により217億27百万円

（前期比0.9％減）、産業施設工事は、工場関連施設の増加により63億86百万円（前期比48.0％増）、電気工事

は、工場関連施設の増加により29億10百万円（前期比36.7％増）となりました。セグメント別の前事業年度比較

では、東部・中部・西部すべてにおいて増加しました。

完成工事高につきましては、工事種別として、一般ビル工事は、スポーツ施設等の増加により207億41百万円

（前期比26.8％増）、産業施設工事は、工場関連施設の増加により58億16百万円（前期比41.3％増）、電気工事

は、工場関連施設の増加により26億１百万円（前期比29.7％増）となりました。セグメント別の前事業年度比較

では、東部・中部・西部すべてにおいて増加しました。

また、本年度よりスタートした新中期経営計画は、受注高、完成工事高、各利益において前倒しで達成するこ

とができました。

次期以降の繰越高は、271億52百万円（前期比7.4％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（流動資産）

当事業年度末における流動資産の残高は、196億44百万円（前事業年度末は157億17百万円）となり、39億26百

万円増加しました。主な増加の要因は、完成工事未収入金が増加したことによるものであります。

（固定資産）

当事業年度末における固定資産の残高は、46億30百万円（前事業年度末は46億８百万円）となり、22百万円増

加しました。主な増加の要因は、投資その他の資産の繰延税金資産が増加したことによるものであります。

（流動負債）

当事業年度末における流動負債の残高は、96億11百万円（前事業年度末は72億18百万円）となり、23億92百万

円増加しました。主な増加の要因は、工事未払金が増加したことによるものであります。

（固定負債）

当事業年度末における固定負債の残高は、13億27百万円（前事業年度末は14億76百万円）となり、１億49百万

円減少しました。主な減少の要因は、リース債務が減少したことによるものであります。

（純資産）

当事業年度末における純資産の残高は、133億35百万円（前事業年度末は116億30百万円）となり、17億５百万

円増加しました。主な増加の要因は、当期純利益の計上によるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益の計上および仕入債務の増加額等がありましたが、

売上債権の増加等により、△0百万円（前年同期は△５億86百万円であり、これと比較すると５億86百万円の増

加）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により、△30百万円（前年同期は△

52百万円であり、これと比較すると21百万円の増加）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額等により、△５億13百万円（前年同期は△４億27百万

円であり、85百万円の減少）となりました。

この結果、現金及び現金同等物の当事業年度末残高は、前年同期比５億44百万円（12.3％）減の38億71百万円

となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

第94期 第95期 第96期 第97期 第98期

2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期

自己資本比率（％） 58.2 54.8 59.7 57.2 54.9

時価ベースの自己資本比率
（％）

32.1 25.4 33.8 38.5 46.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

― ― ― ― ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

2,252.3 1,936.0 657.8 ― ―

（注）１ 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業活動によるキャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業活動によるキャッシュ・フロー／利払い

＊株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。

＊有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、短期借入金、長期借入金（１年以内返済）お

よび長期借入金を対象としております。また、利払いについてはキャッシュ・フロー計算書の「利息の支

払額」を使用しております。

２ 第97期および第98期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率、インタレスト・カバレッジ・レシオは、

「営業活動によるキャッシュ・フロー」がマイナスのため表示しておりません。

３ キャッシュ・フロー対有利子負債比率は、「有利子負債」がないため表示しておりません。

（４）今後の見通し

今後のわが国経済の見通しにつきましては、高水準な企業収益を背景に内需主導で緩やかな景気回復が続く見

通しであり、物価高を上回る賃上げや設備投資の拡大など前向きな動きが広がるものと思われます。しかしなが

ら、物価上昇による消費者マインドの下振れや国際情勢による影響などが景気を下押しするリスクとなることに

十分注意する必要があります。

建設業界におきましては、公共投資は引き続き底堅く推移し、企業の設備投資意欲も旺盛であるため、受注環

境は堅調に推移していくものと思われます。一方で、建設資材費の高騰、労働力不足等の課題があります。こう

したなか、デジタル・ＩＴを活用した生産性の向上や業務の効率化、価格競争力の改善による収益基盤の強化、

持続可能な社会の実現に向けた環境対応に取組んでまいります。

当社は、2025年３月期から2027年３月期までの３年間の事業運営に関する「中期経営計画2026」の数値目標を

前倒しで達成しましたので、新たに見直しました「中期経営計画2026」を当社ホームページへ掲載いたしまし

た。

このような状況のなかで、当社は、

１．生産性の革新と成長の実現

２．環境設備技術の推進

３．健全な経営活動の推進

４．総合力発揮による収益基盤の強化

５．健康経営の実現

を重点方針としております。
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これらの施策を講じながらサステナビリティ経営推進による社会価値の創造、社会に貢献し夢のある会社の実

現に向け、成長と企業価値の向上に努めてまいります。

2026年３月期の業績予想としましては、受注高345億円、完成工事高345億円、営業利益31億円、経常利益32億

円、当期純利益21億97百万円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は創業以来一貫して株主の皆様への利益還元を経営の重要課題と認識しており、企業体質の改善、経営基

盤の強化を図りながら、安定配当の継続を行うことを基本方針としております。

当期の期末配当につきましては、業績と事業環境を総合的に勘案しまして、１株につき11円の普通配当と株主

の皆様への利益還元として特別配当28円を合わせ、39円とさせていただく予定であります。これにより、既に実

施しております中間配当11円と合わせまして年間配当は１株につき50円となります。

次期の配当につきましては、今後の社会情勢を考慮し、１株あたり中間配当25円、期末配当25円の年間配当50

円とさせていただく予定にしております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社の事業は、現在日本国内に限定されており、当面は日本基準を採用することとしております。今後の国内

他社のＩＦＲＳ採用動向を踏まえつつＩＦＲＳ適用の検討を進めて行く方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,415 3,871

受取手形 113 33

電子記録債権 2,163 842

完成工事未収入金 8,608 14,035

未成工事支出金 232 267

前払費用 36 57

立替金 82 238

その他 180 457

貸倒引当金 △116 △160

流動資産合計 15,717 19,644

固定資産

有形固定資産

建物 3,979 3,860

減価償却累計額 △2,512 △2,512

建物（純額） 1,467 1,348

構築物 90 90

減価償却累計額 △70 △74

構築物（純額） 20 16

機械及び装置 44 44

減価償却累計額 △35 △36

機械及び装置（純額） 9 8

車両運搬具 6 6

減価償却累計額 △5 △6

車両運搬具（純額） 0 0

工具器具・備品 69 70

減価償却累計額 △51 △53

工具器具・備品（純額） 17 17

土地 1,592 1,602

リース資産 149 153

減価償却累計額 △107 △127

リース資産（純額） 41 25

建設仮勘定 - 11

有形固定資産合計 3,149 3,030

無形固定資産

リース資産 473 398

その他 0 2

無形固定資産合計 474 401
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(単位：百万円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 244 311

出資金 5 5

繰延税金資産 540 684

会員権 87 80

その他 131 142

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 984 1,198

固定資産合計 4,608 4,630

資産合計 20,326 24,274
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(単位：百万円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 105 94

電子記録債務 1,188 1,014

工事未払金 3,071 5,185

リース債務 198 196

未払金 17 48

未払費用 297 539

未払法人税等 362 705

未成工事受入金 957 246

預り金 190 76

賞与引当金 558 849

役員賞与引当金 16 26

完成工事補償引当金 12 18

その他 241 610

流動負債合計 7,218 9,611

固定負債

リース債務 351 254

退職給付引当金 1,058 1,055

資産除去債務 46 1

その他 20 15

固定負債合計 1,476 1,327

負債合計 8,695 10,939

純資産の部

株主資本

資本金 1,581 1,581

資本剰余金

資本準備金 395 395

資本剰余金合計 395 395

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 9,585 11,244

利益剰余金合計 9,585 11,244

自己株式 △7 △7

株主資本合計 11,553 13,213

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 76 122

評価・換算差額等合計 76 122

純資産合計 11,630 13,335

負債純資産合計 20,326 24,274
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

完成工事高 22,482 29,159

完成工事原価 18,881 23,776

完成工事総利益 3,601 5,383

販売費及び一般管理費

役員報酬 101 120

従業員給料手当 714 839

賞与引当金繰入額 241 376

役員賞与引当金繰入額 16 26

退職給付費用 40 41

法定福利費 184 228

福利厚生費 43 52

修繕維持費 45 62

事務用品費 77 91

通信交通費 89 97

動力用水光熱費 22 23

調査研究費 8 4

広告宣伝費 18 31

貸倒引当金繰入額 33 44

交際費 45 31

寄付金 2 6

地代家賃 65 71

減価償却費 249 251

租税公課 106 106

保険料 2 2

雑費 158 162

販売費及び一般管理費合計 2,267 2,670

営業利益 1,333 2,713

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 6 6

不動産賃貸料 46 40

その他 4 11

営業外収益合計 57 60

営業外費用

支払利息 1 2

不動産賃貸費用 25 22

株式管理費用 5 7

その他 2 7

営業外費用合計 36 40

経常利益 1,354 2,733

特別損失

固定資産売却損 - 1

減損損失 - 41

特別損失合計 - 42

税引前当期純利益 1,354 2,690

法人税、住民税及び事業税 543 896

法人税等調整額 △34 △164

法人税等合計 508 732

当期純利益 845 1,958
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,581 395 395 8,954 8,954

当期変動額

剰余金の配当 △215 △215

当期純利益 845 845

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - 630 630

当期末残高 1,581 395 395 9,585 9,585

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評価差

額金
評価・換算差額等合計

当期首残高 △7 10,923 28 28 10,951

当期変動額

剰余金の配当 △215 △215

当期純利益 845 845

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

47 47 47

当期変動額合計 - 630 47 47 678

当期末残高 △7 11,553 76 76 11,630
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当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,581 395 395 9,585 9,585

当期変動額

剰余金の配当 △299 △299

当期純利益 1,958 1,958

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - - 1,659 1,659

当期末残高 1,581 395 395 11,244 11,244

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評価差

額金
評価・換算差額等合計

当期首残高 △7 11,553 76 76 11,630

当期変動額

剰余金の配当 △299 △299

当期純利益 1,958 1,958

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

46 46 46

当期変動額合計 - 1,659 46 46 1,705

当期末残高 △7 13,213 122 122 13,335
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,354 2,690

減価償却費 273 273

減損損失 - 41

貸倒引当金の増減額（△は減少） 33 44

役員賞与引当金の増減額（△は減少） - 9

賞与引当金の増減額（△は減少） 57 290

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △0 6

工事損失引当金の増減額（△は減少） △28 -

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1 △2

受取利息及び受取配当金 △6 △8

支払利息 1 2

固定資産売却損益（△は益） - 1

売上債権の増減額（△は増加） △3,130 △4,026

未成工事支出金の増減額（△は増加） 23 △35

仕入債務の増減額（△は減少） 523 1,929

未成工事受入金の増減額（△は減少） 138 △710

その他 476 56

小計 △281 562

利息及び配当金の受取額 6 8

利息の支払額 △1 △2

法人税等の支払額 △310 △568

営業活動によるキャッシュ・フロー △586 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40 △30

有形固定資産の売却による収入 - 6

無形固定資産の取得による支出 - △2

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他 △11 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △52 △30

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △215 △299

リース債務の返済による支出 △211 △214

財務活動によるキャッシュ・フロー △427 △513

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,066 △544

現金及び現金同等物の期首残高 5,482 4,415

現金及び現金同等物の期末残高 4,415 3,871
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に空気調和・給排水衛生設備および電気工事の設計・施工をしており、各地域の包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。したがって、当社は受注・施工体制を基礎とした地域別のセグメントから構成

されており「東部」、「中部」、「西部」の３つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概ね

同一であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益、資産その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 合計

東部 中部 西部 計

完 成 工 事 高 8,557 9,775 4,149 22,482 ― 22,482

セグメント利益 964 1,257 265 2,487 △1,154 1,333

セグメント資産 3,599 4,959 2,309 10,867 9,458 20,326

その他の項目

減価償却費 13 33 6 54 218 273

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

4 3 2 9 223 233

(注) 1.セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（一般管理費）であります。
2.セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。
3.セグメント資産の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない社員寮等の設備投資額ならびに受取手形
および電子記録債権等であります。

4.その他の項目の減価償却費の調整額は、全社資産に係る減価償却費であります。また、有形固定資産および無
形固定資産の増加額の調整額は、主に新基幹システムの開発に係る設備投資、本店部門で使用するリース資産
（ハード・ソフト）であります。

当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 合計

東部 中部 西部 計

完 成 工 事 高 9,544 14,263 5,352 29,159 ― 29,159

セグメント利益 1,134 2,389 469 3,993 △1,280 2,713

セグメント資産 6,652 8,404 1,645 16,703 7,571 24,274

その他の項目

減価償却費 14 31 6 52 220 273

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

19 43 2 64 104 169

(注) 1.セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用（一般管理費）であります。
2.セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。
3.セグメント資産の調整額は、主に各報告セグメントに配分していない社員寮等の設備投資額ならびに受取手形
および電子記録債権等であります。

4.その他の項目の減価償却費の調整額は、全社資産に係る減価償却費であります。また、有形固定資産および無
形固定資産の増加額の調整額は、主に新基幹システムの開発に係る設備投資、本店部門で使用するリース資産
（ハード・ソフト）であります。
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(持分法損益等)

１ 関連会社に関する事項

当社は、関連会社を有していないため該当事項はありません。

２ 開示対象特別目的会社に関する事項

当社は、開示対象特別目的会社を有していないため該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 972.09円 1,114.64円

１株当たり当期純利益 70.70円 163.69円

(注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(百万円) 845 1,958

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 845 1,958

普通株式の期中平均株式数(株) 11,964,173 11,964,173

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度末
(2024年３月31日)

当事業年度末
(2025年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 11,630 13,335

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 11,630 13,335

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普
通株式の数(株)

11,964,173 11,964,173

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


